
当社の連絡先までお問い合せ願います。



400-810（LEXTAR Rui クラシックブルー）
400-830（LEXTAR Rui ヒューマンレッド）

ツメF LG

カットテープ取り付けキット
“ラクッショ”

当社の連絡先までお問い合せ願います。



400-810（LEXTAR Rui クラシックブルー）
400-830（LEXTAR Rui ヒューマンレッド）

ツメF LG

カットテープ取り付けキット
“ラクッショ”

当社の連絡先までお問い合せ願います。

NEWテンションシステム・壁紙裏面検尺機構

付録：“ラクッショ”取扱説明

故障かな？と思ったら

 ・ ウェイトローラー



4

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に
曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した
りしないでください。また、電源コードの差込
口には過度の負荷をかけないで下さい。コー
ドや差込口が破損して火災・感電等の原因と
なります。
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コントローラー、スリッターは、本体から取り
外して別に運搬してください。運搬中に機械
が落下して破損する恐れがあります。機械本
体と脚部を同時運搬される際は、機械本体・
上下フレームのパチン錠、本体と脚のパチ
ン錠を必ず掛けてください。また、糊タンク
ロックを『閉』の位置にしてください。

転倒によりけがの原因となることがあります。
必ず水平な場所で使用してください。
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LEXTAR Rui

Rui

LEXTAR Rui

35

LEXTAR Rui

まで

LEXTAR Rui

LEXTAR Rui

壁紙や接着剤等の材料、あるいは気温をはじ
めとしたご使用環境等の条件によっては、
「LEXTAR Rui」の糊付性能、スリッター裁断
性能、採寸性能等が十分に発揮できない場合
があります。このような場合、予め試験使用し
ご確認された後、本使用してください。

壁紙材料の種類によっては、壁紙を機械に
セットした状態で放置すると、気中の湿気によ
り幅方向に伸びるものがあります。
このような材料を、スリッター裁断後そのまま
の状態で放置すると、湿気により壁紙が伸び、
幅寸法がスリッターの設定から変化するため、
切断面に段差が生じ美しい突き付け施工がで
きない場合があります。このような場合、放置
時間を抑えるなど、予めご留意願います。
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LEXTAR Rui

Rui

LEXTAR Rui

35

LEXTAR Rui

まで

LEXTAR Rui

LEXTAR Rui

壁紙や接着剤等の材料、あるいは気温をはじ
めとしたご使用環境等の条件によっては、
「LEXTAR Rui」の糊付性能、スリッター裁断
性能、採寸性能等が十分に発揮できない場合
があります。このような場合、予め試験使用し
ご確認された後、本使用してください。

壁紙材料の種類によっては、壁紙を機械に
セットした状態で放置すると、気中の湿気によ
り幅方向に伸びるものがあります。
このような材料を、スリッター裁断後そのまま
の状態で放置すると、湿気により壁紙が伸び、
幅寸法がスリッターの設定から変化するため、
切断面に段差が生じ美しい突き付け施工がで
きない場合があります。このような場合、放置
時間を抑えるなど、予めご留意願います。

【LEXTAR due　全体外観図】

クロス側板W（蝶ネジ付）404-988

【LEXTAR Rui　全体外観図】

400-814　
400-834

400-  02

クラシックブルー
ヒューマンレッド

カットテープ取り付けキット　ラクッショ

ツマミ400-264

400-263

75
75

7
8

※黒丸に白文字「●」は、ヒューマンレッド用部品です。
※⑤のテープ側板QNにはネジが付属されていません。
　ネジは別売りですので、⑦のプランジャーM6か⑧の蝶ネジＭ6×12を
　指定してください。  

￥6,060/個
￥6,060/個
￥3,820/本
￥2,560/本
￥3,650/個
￥1,100/個
￥5,050/本
￥850/個
￥340/個
￥340/個
￥5,150/個

￥1,600/個
￥1,480/個
￥1,280/個
￥430/個
￥430/個
￥1,480/個

カタログ価格 カタログ価格

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
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糊タンク

※400-059 糊タンクLS一式（⑱～⑳を組立てたものです。) ￥26,660/個
※400-563 ノリアゲローラーセットQ（⑮～⑰を組立てたものです。） ￥15,860/セット

※黒丸に白文字は「　」は、ヒューマンレッド用部品です。

400-81　
400-83　

400-818　
400-838　

408-616　

クラシックブルー
ヒューマンレッド

クラシックブルー
ヒューマンレッド

ブラック

400-331　

⑮

⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳

○21
○22
○23
○24
○25
○26
○27
○28

○29
○30
○31
○32
●32
○33
○34
○35
○36
○37
○38
○39
○40
○41
○42
●42
○43
○44
○45
○46

￥14,660/本
￥420/個
￥170/個
￥240/個
￥240/個

￥26,660/個

カタログ価格

￥2,980/本
￥2,980/本
￥7,400/本
￥14,140/本
￥6,860/本
￥22,600/本
￥260/個
￥1,160/個
￥1,160/個
￥260/個
￥3,140/個
￥320/個
￥600/個
￥600/個
￥460/個
￥420/個
￥910/個
￥60/個
￥300/個
￥30/個
￥200/個
￥40/個

￥3,140/個
￥600/個
￥600/個
￥4,610/個
￥3,620/個
￥520/個
￥30/個

カタログ価格

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

○21

○22

○23

○24

○25

○26

○27

○28○29

○30
○31

○32
●32

○33

○34○35
○36

○37

○38 ○39 ○40 ○41

○42
●42

○43
○44

○45

○46



※2
※2

※2 400-644 ドクターギヤ 1, 2NN セット (　 , 　 のセットです。 単品では取り扱っておりませんのでご注意ください ) ￥980/ セット69 70

※1 400-855 ツメステー Rui 一式

※1
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脚を外に開くとき、第１図のB部（４か所）
に手をはさむ恐れがありますので、十分
に注意してください。

脚ロックレバーを解除し、脚を外に開くと
きや閉じるときは、手をはさむ恐れがあり
ますので十分に注意してください。

脚ロックレバーを手で引き上げながら、矢印D
の方向に脚を折りたたみ、ロックさせてくださ
い。（第３図参照）

400-854

400-558

400-819
400-839

400-851

400-852
400-853

400-559 Q Q
Q

Q
Q

Q

SP
Rui

SP

クラシックブルー
ヒューマンレッド

クラシックブルー
ヒューマンレッド

Rui

Rui
Rui

※黒丸に白文字は「　」は、ヒューマンレッド用部品です。

400-560

400-820
400-840

400-561
400-562

￥21,800/個
￥21,800/個
￥8,100/本
￥420/個
￥500/個
￥500/個
￥300/個
￥260/個
￥1,680/個
￥1,680/個
￥3,000/個
￥4,100/個
￥340/個
￥340/個

カタログ価格
￥4,760/個
￥640/個
￥2,440/個
￥420/個
￥400/個
￥400/個
￥800/個
￥7,540/本
￥6,890/個
￥8,340/個
￥660/個
￥660/個

カタログ価格

○100

○101

○102

○103
●103

○104

○105

○106
○107
○108

○109

○100

○101
○102
○103
●103
○104
○105
○106

○107
○108
○109

○110
○111

○112

○113

○114
○115

○116

○117

○118

○119

●114

○110
○111
○112
○113
○114

○115
○116
○117
○118
○119

●114
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脚を外に開くとき、第１図のB部（４か所）
に手をはさむ恐れがありますので、十分
に注意してください。

脚ロックレバーを解除し、脚を外に開くと
きや閉じるときは、手をはさむ恐れがあり
ますので十分に注意してください。

脚ロックレバーを手で引き上げながら、矢印D
の方向に脚を折りたたみ、ロックさせてくださ
い。（第３図参照）
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し（ON位置にし）、ロックさせてください。

めピンが、本体下部（左右２ヶ所）にある位置
決めU溝部（第５図参照）に入るようセットし
てください。
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し（ON位置にし）、ロックさせてください。

めピンが、本体下部（左右２ヶ所）にある位置
決めU溝部（第５図参照）に入るようセットし
てください。

、

、

、
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4
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テープナビゲーターはカットテープを本体にセットする時の
みに使用します。カットテープを本体にセットした後はテー
プナビゲーターをカットテープから外してください。また、糊
付時にカットテープにテープナビゲーターがついていない
ことを確認してください。

“ラクッショ”の使用中に脚を折りたたむ際、カットテープの巻きが大
きく（直径18cm超）、どのようにしても地面と干渉する場合は、予
めテープを取り外してください。無理に折りたたむと破損の原因と
なります。

“ラクッショ”の位置をスライドさせることで、幅狭クロスのテープ
貼り施工を容易に行うことが出来ます。

“ラクッショ”ご利用の場合、カットテープの巻きが直径18cm以下
であれば、テープを取り付けたままで折りたたむことが出来ます。
（巻きの直径が14cm以上の場合は、巻きを本体に対し横向きにし
て、脚と干渉しない位置へ移動させるなどする必要があります。詳
しくはP42、P43をご覧ください。）

※カットテープ取り付けキット“ラクッショ”の詳
しい仕様に関しては、P42、P43をご覧くださ
い。
①糊付機本体から糊タンクを外し、定規ステー
　とベースステーとの間に“ラクッショ”をセット
　します。
②“ラクッショ”の側板にカットテープを挟み込
　み、側板の位置をテープ幅に応じて固定しま
　す。

“ラクッショ”

4
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重量センサーは、右側のガイドレールにのみ付いていま
す。（第19図参照）糊等が付着しますと、重量センサーが
正常に作動しない恐れがあります。糊重量センサー、ガイ
ドレール、糊タンク側面は常にきれいな状態を保ち、汚れ
た場合は水を含ませた雑巾等で拭き取って下さい。

コントローラにて初期設定を行うことで、糊タンク内の糊
量が少なくなった際に、E(Empty) の点滅表示と警報音で
お知らせすることができます（参照P31）。

糊厚を絞った状態で、空運転しないでください。異音が発
生したり、機械が故障する場合があります。

固定くぼみ

ガイドレールには糊タンク用の固定くぼみと
重量センサーがあります。（第19図参照）
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カッターボックス内のAのラインがスリッター
の刃の位置を示しています。Aのラインをス
ケールプレートの所要寸法位置にあわせ、A
のラインが左右のスケールプレートで同じ値
にあることを確認して刃幅調整ツマミを締め
てください。（第21図参照）

所）を反時計回りに２回転ほど緩めるとカッ

ターボックスを左右にスライドすることがで

きます。

先端が糊ローラーの縦溝（7本）の凹部に少し触れる程度

の位置に調整し、ビスで固定してください。

壁紙の種類によっては、オサエローラーやドライブロー 
ラーの溝が壁紙の表装面を押さえる為に異音が発生する
事がありますが、異常ではありません。

カッターユニットは、壁紙裁断時に出る切りくずやほこりが
排出しやすい構造になっていますが、万一カッターボック
ス内に切りくず等が蓄積した場合、切れ味が悪くなります。
その場合、竹串等で内部部品を傷めないよう慎重に取り
除いてください。その際、必ずコントローラーの電源を切
るか、或いはスリッター電源コードをコントローラーから外
してください。また、カッターボックスは分解しないでくだ
さい。

重量センサーは、右側のガイドレールにのみ付いていま
す。（第19図参照）糊等が付着しますと、重量センサーが
正常に作動しない恐れがあります。糊重量センサー、ガイ
ドレール、糊タンク側面は常にきれいな状態を保ち、汚れ
た場合は水を含ませた雑巾等で拭き取って下さい。

コントローラにて初期設定を行うことで、糊タンク内の糊
量が少なくなった際に、E(Empty) の点滅表示と警報音で
お知らせすることができます（参照P31）。

糊厚を絞った状態で、空運転しないでください。異音が発
生したり、機械が故障する場合があります。

固定くぼみ

ガイドレールには糊タンク用の固定くぼみと
重量センサーがあります。（第19図参照）
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クロスを引き上げ、NEWテンションバー2、1、
カッターボックス、本体部の順に通した後、運転
を停止させます。カッターボックスにクロスを
通す時は、原反を足で押さえクロスが張った状
態で通してください。（P19　第23図参照）

原反を足で押さえながらクロスを手で引き、ク
ロスが張った状態で上部フレームを閉じます。
パチン錠2カ所を締めて確実にロックさせます。

クロス原反の位置、カッターボックスの刃の位置を左右同じ
にセットし、クロスは原反を押さえて張った状態を保ちなが
ら機械にセットしてください。上部フレームを閉じる時も同
様に原反を足で押さえクロスを手で引き、張った状態で閉じ
て機械にセットしてください。

壁紙の裁断幅を狭くすると、壁紙とゴムローラーとの接触面
が少なくなるために、壁紙の種類によっては上りが悪くなる
可能性があります。

壁紙によっては、重いものや材料強度の弱いものがあり、テ
ンションバーをかけると壁紙が上らなかったり、壁紙やテン
ションバー等を傷めたりする場合があります。このような壁
紙を使用される場合、予め試験使用し、状態によってはテン
ションバーの使用を避けてください。

5
本製品は刃物に触れることがないよう安全には
配慮しておりますが、刃物で手を切ったりしない
よう取扱いには十分注意してください。

運転中、ローラー、ギヤ等に手や衣類を巻き込
まないよう十分注意してください。

上部フレームを閉めるときは、手をはさまない
よう十分注意してください。また上部フレームを
勢いよく閉じると部品の破損原因になりますの
で、ゆっくり閉じてください。
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壁紙裏面検尺機構

検尺車輪

スリッター背面の中央上部に、壁紙検尺車輪が付いて
います。壁紙の裏面で検尺を行うので、壁紙の種類に
よる寸法誤差が少なく、正確な採寸を可能にしていま
す。壁紙切れを検知すると、自動で本体の運転を停止
します。より原反に近い位置で迅速に壁紙切れを検知
できますので、最後の1枚まで有効活用しやすい上に、 
糊付した壁紙が手前に落ちてくる心配がありません。

スリッターを取り外した場合、本体の検尺ローラーにて壁紙の検尺を行
います。スリッターを外した状態での糊付作業も可能となっています。

スリッター使用時糊付作業の際、壁紙によってはスリッターテンション
バーの樹脂部で表面に跡の残る可能性が在ります。
予め試験使用し状態によってはスリッターの使用を避けてください。

スリッターを使用して糊付をする際に、壁紙によってはスリッターテン
ションバーの樹脂部で表面に跡が残る可能性が在ります。このような恐
れがある場合、予め試験使用し状態によってはスリッターの使用を避け
てください。

初期設定では裏面検尺機構が「OFF」に設定されています。「ON」にす
る時はP29を参照し設定を行って下さい。

壁紙の裁断幅を狭くする場合は、必ず裏面検尺機
構に設定してください。本体の検尺ローラーでは、
正しく採寸できない恐れがあります。
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片付けの際に便利です。

ウェイトローラーの操作は、ローラーの両端を持って行って
ください。

カッターにて断裁する際は、必ずカッター定規に沿わせ
て裁断してください。

ウェイトローラーを奥に倒してセット完了です。
（図２７参照）（上蓋を開けるとウェイトローラー
は手前に移動します）

コントローラの操作方法 ６
操作スイッチ
割込スイッチ

ＳＴＯＰ

非常停止のときに使用します。

USBポート

↓

スリッター電源

ON・OFFスイッチ

壁紙をセットする場合や、カウントに関係しない運
転をしたい場合に使用します。
一度押すとON、もう一度押すとOFFになります。

携帯端末の充電など
ができます。※対応
出力：1Aまで

USBポートから、コントローラに記録されたデータを外部に抽出することは
できません。

コントローラは危険防止のため、本機から外すと動作しなくなります。本機
にセットして動作確認を行ってください。

USBソケットは防水仕様ではありませんので、絶対に濡らさないでください。また、給
電中に大電流が流れて強く発熱すると、一時的に給電が停止します。この時、ソケット
の青色LEDが点滅または消灯します。この場合、直ちにコントローラーの使用を中止
してください。

コントローラパネルのキースイッチ部分をカッター等の尖ったものや、ツメ
の先で押さないでください。故障の原因となります。

コントローラの表面についた糊などの汚れを落とすときは、固く絞った雑巾
などで拭き取ってください。
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コントローラの操作方法 ６
操作スイッチ
割込スイッチ

ＳＴＯＰ

非常停止のときに使用します。

USBポート

↓

スリッター電源

ON・OFFスイッチ

壁紙をセットする場合や、カウントに関係しない運
転をしたい場合に使用します。
一度押すとON、もう一度押すとOFFになります。

携帯端末の充電など
ができます。※対応
出力：1Aまで

USBポートから、コントローラに記録されたデータを外部に抽出することは
できません。

コントローラは危険防止のため、本機から外すと動作しなくなります。本機
にセットして動作確認を行ってください。

USBソケットは防水仕様ではありませんので、絶対に濡らさないでください。また、給
電中に大電流が流れて強く発熱すると、一時的に給電が停止します。この時、ソケット
の青色LEDが点滅または消灯します。この場合、直ちにコントローラーの使用を中止
してください。

コントローラパネルのキースイッチ部分をカッター等の尖ったものや、ツメ
の先で押さないでください。故障の原因となります。

コントローラの表面についた糊などの汚れを落とすときは、固く絞った雑巾
などで拭き取ってください。
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糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

操作パネル

Multi Function Display

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

スタート
①糊付設定及び枚数設定後、運転する
ときに使用します。
②プログラムモードで、このキーを約
3秒間押し続けると、プログラムの追
加が行えます。

　寸動
①寸動で動かしたい
ときに使用します。
押している間だけ
本体が運転します。

０～９
①数字キー。設定値
入力に使用します。
②カウントストップ機
能のON/OFF切
替時に使用します。

画面切替
液晶画面に項目が表示され、キーを押す
と画面が切替わります。

液晶画面
画面右側と下側にキーの項目が表示され
ます。
キーの項目は画面の切替により変化しま
す。

枚数
枚数設定時に使用
します。

糊付設定
糊付け長さの設定
を行うときに使用
します。

　決定
①入力した糊付設
定・枚数設定等
決定するときに
使用します。

リセット
①糊付量の値を0にするときに使用
します。
②入力した数値を0にするときに使
用します。
③プログラムモードで、このキーを
約3秒間押し続けると、選択したプ
ログラムの削除が行えます。

時計は出荷の段階で時間を合わせています。時間にずれが生じた場合は、初期設定画面の時間設
定にて現在の時刻を入力してください。（P31参照）

コントローラーの初期化方法
STOPスイッチおよび画面右側の切り替えキーの一番下のボタンを同時に押しながら
電源を入れ、表示される画面の指示に従ってください。液晶画面や本体の動作に異常
があった場合は、一旦この方法で本体を初期化し、異常が修復できない場合はメー
カーにご連絡ください。
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糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

Multi Function Display

操作方法・１

本機は、次の２つのモードに従って操作する事ができます。

通常モード

通常モード

プログラムモード
…各種設定をその都度入力していく通常の糊付け作業方法

…予め設定しておいたプログラムデータに基づいて順に糊付けしていく作業方法

時計・カレンダー表示

詳細（日報）表示

（P29を参照してください）

（P28を参照してください）

（P33を参照してください）

累計

残量値入力画面

プログラムモード

《コントローラ表示画面》

操作方法

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

これらのモードは、画面右下の“プログラム”キーを入力することで順次切り替えることができます。 
※通常モードに移行する際は“糊付”に表示が変わります。

あらかじめ設定しておいた
プログラムデータに基づい
て順に糊付けしていく方法
（P26を参照してください）

糊付設定を変更するときはリセットを押して糊付量表示を０cmにしてから
行ってください。
糊付量の値をリセットしないまま、糊付設定に新しい値を入力してスタート
すると、新しい設定値が糊付量の値よりも大きい場合、その糊付量の値から
加算されます。

本機は糊付スピード、寸動スピードおよび割込運転スピードをそれぞれ任意に設定することができます。
糊付スピードはスタートを押しての運転中、あるいは運転していない時に設定します。
寸動スピードは寸動を押し続けて運転中に設定します。
割込運転スピードは割込スイッチで運転中に設定します。
各設定は画面下のスピードで設定してください。
画面下部に現在のスピードの目安が表示されます。（　　ｍ/分）
表示は4ｍ/分～20ｍ/分の範囲で調整できます。

糊付量のトータルを
通常糊付画面に表示
できます。
トータルはA・Bの2
種類があります。

①糊付設定を押します。背景が白くなり
入力待ち状態になります。

②糊付けしたい数字を入力し決定を押
してください。押し間違えたときはリ
セットを押してください。
　（右図は235cmが入力してあります）

③枚数を押してください。”カウント”の
表示が”枚数”になり背景が白くなりま
す。

④糊付けしたい枚数を入力し決定を押
します。（右図は10枚が入力してあり
ます）

⑤スタートを押すと糊付けを開始しま
す。糊付けが進むにつれ、糊付量がカ
ウントされ、2３５cmになった時点で、
糊付けが停止します。

⑥停止すると、枚数表示が９枚となりま
す。

⑦この後⑤と⑥の作業を繰り返します。
枚数が１枚づつ減っていき、０になっ
た時点でスタート押しても機械は動か
なくなります。

●枚数に関係なく糊付する場合は枚数
を押して、リセットもしくは０を入力し、
決定を押してください。”カウント”と
表示されます。
 この後、スタートで糊付けし、設定値に
達するとカウントが加算されます。
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プログラムモード

〔プログラムの設定値入力〕

〔登録したプログラムの実行〕

〔プログラムの設定確認・修正〕

〔プログラムを間に挿入するには〕

１・

６・

７・

８・

2・

3・

4・

5・

プログラム2  No.002/004

スピード 20m/分

枚10
枚235
枚0

Multi Function Display

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

初期状態では、画面上部にNo.001/001と表示されてい
ます。糊付設定を押し、設定値を入力し、決定を押しま
す。

枚数を押し、設定枚数を入力し、決定を押します。
プログラムNo.1が完成です。

新たにプログラムNo.2を設定するには、決定を押しながら 
画面下部のスピードＵＰを押します。

必要な情報を入力し、プログラムNo.2を作成します。

同様にして、プログラムNo.3・４・・・と設定します。

実行したいプログラムNoを呼び出し、 スタート・リセットで糊付けしていきます。 選択したプログラム内容が
全て実行されると、 スタートを押しても糊付けは行いません。

決定を押しながらスピードＵＰあるいはＤＯＷＮを押すこ
とによって、任意のプログラム番号を呼び出せます。

画面右側の詳細を押すとプログラムの一覧を見ることができます。画面右下の　　　で任意のプログ
ラムが呼び出せます。
設定値の確認や修正をしてください。（P28参照）

追加したい箇所のプログラムＮｏを選択し、スタートを約３秒間押し続けます。
プログラムの挿入画面が表示されます。

決定を押すと画面がプログラム入力待ち状態になりますので、１・２に習って設定値を入力してくだ
さい。
プログラムの追加を中止する場合は決定ではなく、リセットを押してください。

プログラムを追加した場合、追加したプログラムＮｏ以降はずれて記憶致します。

プログラムモードを使用するには、通常モード時に画面右下の“プログラム”キーを押
してください。プログラムは3画面分用意されており、各画面につき100件まで設定で
きます。

〔プログラムを削除するには〕

〔登録済みのプログラムを全てクリアするには〕

時計・カレンダー表示

詳細表示

（P29を参照してください）

（P28を参照してください）

（P30を参照してください）

累計

残量値入力画面

プログラムNo

スピード調整

削除したいプログラムＮｏを選択し、リセットを約３秒押し続けます。
プログラムの削除画面が表示されます。

決定を押すと指定したプログラムＮｏが削除され、次に設定していた
プログラムがそのＮｏに入ります。
削除を中止する場合は決定ではなく、リセットを押してください。

画面右下の初期化ボタンを押します。プログラムのオールクリア画面が表示されま
す。

決定を押すとプログラムがオールクリアされます。
オールクリアを中止する場合は決定ではなく、リセットを押してください。

4/m分～20m/分までUP・DOWNの操作で任意に調整できます。
割込スピードを変更したい場合は割込動作中に行ってください。
寸動スピードを変更したい場合は寸動動作中に行ってください。

糊付量のトータルを
表示できます。
トータルはA・Bの
2種類あります。

現在糊付している
プログラムを表示

10・

11・

12・

13・

同じ間取りの部屋の施工が続く場合などにプログラムモードを利用すれば、糊付け作業中に枚数など
を確認して入力しなおす手間を省くことができます。

プログラム2  No.002/004

スピード 20m/分

枚10
枚235
枚0

Multi Function Display

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm
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〔プログラムを削除するには〕

〔登録済みのプログラムを全てクリアするには〕

時計・カレンダー表示

詳細表示

（P29を参照してください）

（P28を参照してください）

（P30を参照してください）

累計

残量値入力画面

プログラムNo

スピード調整

削除したいプログラムＮｏを選択し、リセットを約３秒押し続けます。
プログラムの削除画面が表示されます。

決定を押すと指定したプログラムＮｏが削除され、次に設定していた
プログラムがそのＮｏに入ります。
削除を中止する場合は決定ではなく、リセットを押してください。

画面右下の初期化ボタンを押します。プログラムのオールクリア画面が表示されま
す。

決定を押すとプログラムがオールクリアされます。
オールクリアを中止する場合は決定ではなく、リセットを押してください。

4/m分～20m/分までUP・DOWNの操作で任意に調整できます。
割込スピードを変更したい場合は割込動作中に行ってください。
寸動スピードを変更したい場合は寸動動作中に行ってください。

糊付量のトータルを
表示できます。
トータルはA・Bの
2種類あります。

現在糊付している
プログラムを表示

10・

11・

12・

13・

同じ間取りの部屋の施工が続く場合などにプログラムモードを利用すれば、糊付け作業中に枚数など
を確認して入力しなおす手間を省くことができます。

プログラム2  No.002/004

スピード 20m/分

枚10
枚235
枚0

Multi Function Display

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm
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ＵＰＵＰＵＰ

12:36

スピード 20m/分

枚10

cm235

cm0
補正値：ー2.0%

トータルA: 2653cm

Multi Function Display

ＵＰＵＰＵＰ

23:59

10:40

スピード 20m/分

枚10

cm235

cm0
補正値：ー2.0%

トータルA: 2653cm

Multi Function Display

詳細画面

〔通常糊付詳細画面〕

〔プログラム詳細画面〕

詳細表示欄 時計・カレンダー表示
（P27を参照してください）

（P30を参照してください）
残量入力画面

スクロール

スピード調整

糊付け時刻表示

重量センサー
糊オケが軽くなると点滅し、重くなると消えます。

プログラムNo
プログラムの詳細

スクロール

糊付モード
  150×    3
  230×    2
    60×    1
  245×    4
  178×    1

  360×    2
  127×    2
  185×    1
    45×    3
  230×    2
  150×    3
    80×    1
  200×    1

  150×    3
  230×    2
    60×    1
  245×    4
  178×    1
  248×    3
  127×    2
  185×    1
  235×  10
    45×    3
  230×    2
  150×    3
    80×    1
  200×    1

プログラム1  No.019/056

“詳細”キーを押すと画面左側に表示されます。これまでに実行した糊付けの内容と、実行した
時刻を一覧で表示します。 （３日分保存します。古いデータから削除します）

150×3は150cmを３枚糊付けした
ことを表します。

245×4は245cmを４枚糊付けしたこと
を表し、10時40分に４枚目を糊付けして
います。

入力したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの一覧を確認する
事ができます。
白抜き文字は糊付け完了済み、黒文
字は未完了です。（中段から上が糊
付完了、下が未完了です）
また、パネル右下のスクロールで項
目を選択でき、 プログラムの追加や
削除も行えます。 （P.24参照）

現在のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが何番目か表
示します。左図では56ヶの
プログラムを入力しており、 
19番目をこれから糊付けし
ます。

画面右側の詳細部でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを
選択できます。
画面の例では245×4が選択 
されています。

スクロールで糊付済の物を
選択すると、糊付けした時刻を下に表示
します。
（２４５×４は12時36分に糊付けしています）

この画面では下へスクロールしながら設定値を順に入力し、入力が終わりましたらス
クロールで最初の位置まで移動して糊付けを始めてください。

この画面のまま糊付けを行うことが可能です。また、糊付けした時刻の表示は糊付け
した壁紙のオープンタイム等にも利用できます

詳細表示欄で選択中の項目を糊付けした時
刻を表示します。

4ｍ/分～20ｍ/分まで任意に速度調整できます。
寸動・割込も同様に速度調整できます。

日付けが変わった場合空欄にな
ります。

拡大画面（P27）に移行
します。
※プログラムモードでは
通常画面に移行します。

詳細表示欄（画面左）の糊付けした項目のリストを
選択できます。選択中の項目は白抜きで表示され
ます。

拡
大
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枚数 : 10 枚
糊付設定 ： 235 cm
糊付量 ： 0 cm

2017.08
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5
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19
26

2017.08
sun

6
13
20
27

mon

7
14
21
28

tue
1
8
15
22
29

wed
2
9
16
23
30

thu
3
10
17
24
31

fri
4
11
18
25
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5
12
19
26

23 : 59

Multi Function Display

糊付画面に戻る

履歴画面

カレンダー表示

時刻表示
現在の時刻を表示します。

作業内容 スクロール

初期設定画面

時計画面

“時計”キーを押すか、しばらくの間糊付作業をしていない場合、この画面に切り替わり、現
在時刻やカレンダーを表示します。 ※切り替わる時間は設定できます。（P.29参照）

時計は出荷の段階で時間を合わせています。時間にずれが生じた場合は、初期設定画面の時
間設定にて現在の時刻を入力してください。（P31参照）

当日は白抜きで表示されます。
先月や来月を確認したい場合
は、右側のスクロールキー（矢
印）で切り替えることができま
す。

カレンダーをスクロー
ルさせます。先月以降
を確認したい場合は上
を押します。来月以降を
確認したい場合は下を
押します。

日付毎に何ｍ糊付けし
たかを一覧で表示しま
す。
（Ｐ28参照）

（プログラムモードを使用し
ていた場合はプログラム画
面に戻ります）

この画面に切り替わる前に 
設定していた糊付内容を表示
します。

カレンダー表示時間・累計切替・端末検知・ポンプ連動を設定
できます。（Ｐ29参照）

Multi Function Display

通常の糊付画面にあったトータル、残
量、補正値などの表示が省かれ、枚数
や糊付設定などの数値がより大きく
表示されます。
また、画面の色調が白黒ベースに変
更され、より数値を確認しやすくなっ
ています。
画面右側の“糊付”キーを押すと、通
常の糊付画面に戻ります。

拡大画面

枚
10

cm
260

cm195
20m/分
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Multi Function Display

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

Multi Function Display

履歴画面

期間の集計の方法

下記画面での例（9/24～9/28まで集計する）

②

糊付画面

①

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

Multi Function Display

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59
14638

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

日付ごとの糊付トータルを表示します。また、任意の期間の糊付トータルを集計することも可能
です。
このデータは過去３ヶ月分保存しており、古くなったデータから順に消去していきます。

①でカーソルを9/24に合わせます。
②を押してカーソルを9/28まで移動させます。
色の変わった部分の集計が画面上部の集計に表示されます。
（色の変わった部分を順次累積していきます）

糊付画面に戻ります。
（プログラムモードの場合はプログラム    
  画面に戻ります）

１・①で集計したい日付の最初の部分にカーソル（背景が黒の部分）を合わせます。
２・②の“集計始点”キーを押し、①で集計したい終わりの部分まで移動させます。
３・集計が画面上部に表示されます。

Multi Function Display

60秒

OFF ON

300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

端末検知

ポンプ連動

180秒

トータルBトータルA

トータルA　   1350  cm
トータルB　   2340  cm

初期設定画面

糊付画面に戻ります
カレンダー表示時間

決定

補正入力画面
累計切替

端末検知

リニアミキサー（別売）のポンプと連動させる場合や、
重量センサー機能を利用する場合に選択します。

（Ｐ30を参照してください）

時計設定画面
（Ｐ31を参照してください）

糊付作業中に壁紙がなくなると、スリッター端末が壁紙の終了を検知して運転を自動
停止させ、糊付量のカウントがストップします。
初期設定画面の「端末検知」をONにするとこの機能が働きます。スリッターが接続さ
れていない場合は機能しませんのでご注意ください。

作業中に壁紙がなくなり、左記の画面が表
示された後も、寸動ボタンでのみ本体を運
転させることができます。糊付作業に戻る
際には、新しい壁紙をセットしてリセットボ
タンを押してから、スタートを押してくださ
い。

【端末検知後の寸動ボタンによる運転】

【端末検知機能】

実際の糊付量とカウント数には、誤差が生じます。

スリッターテンションバーが閉じていない状態
で運転すると、壁紙がセットされていても検尺
車輪が回らず、左記の画面が表示されます。必
ずスリッターテンションバーを閉じて糊付作業
を行ってください。

Multi Function Display

糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

ポンプ連動

スクロール

糊付画面で何も操作して 
いないときに、自動で時
計画面に切り替わるまで
の時間です。

糊付画面で表示するトー
タル値を2種類から選べ
ます。

上下で各設定を選択し
左右で設定内の項目を
選択します。

スリッターによる端末検
知機能をON・OFFする
ことができます。

切 下限 残量
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Multi Function Display

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

Multi Function Display

履歴画面

期間の集計の方法

下記画面での例（9/24～9/28まで集計する）

②

糊付画面

①

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

Multi Function Display

履歴
集計

日時 当日トータル
cm

23:59
14638

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

08/01
08/02
08/03
08/04
08/05
08/06
08/07
08/08
08/09
08/10
08/11
08/12

2053
4243
1253
2524

4563
2586
1145
3522
2822

日付ごとの糊付トータルを表示します。また、任意の期間の糊付トータルを集計することも可能
です。
このデータは過去３ヶ月分保存しており、古くなったデータから順に消去していきます。

①でカーソルを9/24に合わせます。
②を押してカーソルを9/28まで移動させます。
色の変わった部分の集計が画面上部の集計に表示されます。
（色の変わった部分を順次累積していきます）

糊付画面に戻ります。
（プログラムモードの場合はプログラム    
  画面に戻ります）

１・①で集計したい日付の最初の部分にカーソル（背景が黒の部分）を合わせます。
２・②の“集計始点”キーを押し、①で集計したい終わりの部分まで移動させます。
３・集計が画面上部に表示されます。

Multi Function Display

60秒

OFF ON

300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

端末検知

ポンプ連動

180秒

トータルBトータルA

トータルA　   1350  cm
トータルB　   2340  cm

初期設定画面

糊付画面に戻ります
カレンダー表示時間

決定

補正入力画面
累計切替

端末検知

リニアミキサー（別売）のポンプと連動させる場合や、
重量センサー機能を利用する場合に選択します。

（Ｐ30を参照してください）

時計設定画面
（Ｐ31を参照してください）

糊付作業中に壁紙がなくなると、スリッター端末が壁紙の終了を検知して運転を自動
停止させ、糊付量のカウントがストップします。
初期設定画面の「端末検知」をONにするとこの機能が働きます。スリッターが接続さ
れていない場合は機能しませんのでご注意ください。

作業中に壁紙がなくなり、左記の画面が表
示された後も、寸動ボタンでのみ本体を運
転させることができます。糊付作業に戻る
際には、新しい壁紙をセットしてリセットボ
タンを押してから、スタートを押してくださ
い。

【端末検知後の寸動ボタンによる運転】

【端末検知機能】

実際の糊付量とカウント数には、誤差が生じます。

スリッターテンションバーが閉じていない状態
で運転すると、壁紙がセットされていても検尺
車輪が回らず、左記の画面が表示されます。必
ずスリッターテンションバーを閉じて糊付作業
を行ってください。

Multi Function Display

糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

ポンプ連動

スクロール

糊付画面で何も操作して 
いないときに、自動で時
計画面に切り替わるまで
の時間です。

糊付画面で表示するトー
タル値を2種類から選べ
ます。

上下で各設定を選択し
左右で設定内の項目を
選択します。

スリッターによる端末検
知機能をON・OFFする
ことができます。

切 下限 残量
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Multi Function Display

【補正機能】

【残量設定】

１・

1・

2・

3・

4・

5・

2・

3・

補正機能の解除

残量設定機能の解除

リニアミキサーとの連動

60秒

OFF ON

切 下限 残量

補正値 0.0％
300秒900秒

カレンダー表示時間

累計切替

端末検知

ポンプ連動

180秒

Multi Function Display

10枚
235cm

残量値 50m

糊付モード

補正値：ー2.0%残量：5000cm
トータルA: 5273cm

ＵＰＵＰ
スピード 20m/分

クロスの種類によって、多少設定長さに対して長く出たり、短く出たりすることがあります。
このような場合に、クロスの糊付け長さを割合で補正する機能です。

任意の長さの壁紙を糊付けし終えた際に、警報音でお知らせする機能です。糊タンク内への
糊の補給や、壁紙残量の確認を行う際の目安としてご利用いただけます。

初期設定画面の“補正”キーを押しま
す。
この時補正値は左図のように0.0％に
なっています。
画面右側の上下のキーで補正値を設
定します。補正値は-2.0%～+2.0%
の範囲で設定できます。
決定キーを押すと補正値が入力され
糊付画面下部に表示されます。

補正の設定値を0.0%にして決定を押せ
ば、補正値は解除されます。

残量設定画面を開きリセットボタンを押す
と、入力してある数字が０になります。０で
決定を押せば機能が解除されます。

残量値が0になり警報音が鳴った後は、残量設定画面
で機能を解除するか数値を再入力しないと、糊付作業
をするたびに警報音が鳴ります。

リニアミキサー（別売品）を糊オケに接
続し、初期設定画面でポンプ連動の“残
量”を選択すると、残量値が0になった
際にポンプが自動で動作し、糊を供給
させることができます。
※リニアミキサーは、必ず運転モード
“ポンプ強”を選択し、供給タイマーを
設定してください。

糊付画面右側の“残量”キーを押しま 
す。左図のように残量設定画面が表
示されます。
パネルのボタン（数字）を入力します。
（左図は50入力）
決定キーを押すと、入力した値が残量
として糊付画面下部に表示されます。
糊付け作業を進めるに従い、残量の
数値が減っていきます。
残量の数値が0になったら警報音が
なります。

Multi Function Display

【時計設定】

【糊タンク重量センサー＆ポンプ連動機能】

60秒

OFF ON

切 下限 残量

300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

時計設定数字キー有効

180秒

トータルBトータルA

トータルA　1350  cm

23:592018年12月31日

時計は出荷の段階で時間を合わせています。

Multi Function Display

60秒

OFF ON

切 下限 残量

300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

端末検知

ポンプ連動

180秒

トータルBトータルA

トータルA　   1350  cm
トータルB　   2340  cm

初期設定画面右側の“時計”キーを押すと、日付・時刻
の設定を行えます。画面下部の矢印キーでカーソル
を合わせ、数値を入力していき、入力を終えたら決定
キーで初期設定画面に戻ります。

　重量センサー（P.16の第15図参照）で糊タンク内の糊の残量を検知し、糊の補給が推奨さ
れることをお知らせしたり、リニアミキサー（別売）のポンプ機能と連動して糊の供給を行ったり
できる機能です。

設定方法
　　１　初期設定画面を開き、上下のスクロールで“ポンプ連動”に項目を合わせます。
　　２　左右のスクロールで「下限」を選択し、決定ボタンを押します。

リニアミキサーとの連動
　リニアミキサーを糊オケに接続し“下限”センサーを設定すると、糊オケの重量が軽くなった
際に自動で糊を供給します。
※リニアミキサーは、必ず運転モード“ポンプ強”を設定してください。

原液タイプの糊を使用する場合は、コントローラの運転スピードを8m/
分以下に設定し糊付を行ってください。運転スピードが8m/分以上で糊
付を行った場合、重量センサーが動作する前に糊切れが発生する可能
性があります。

“下限”モードでは、Eマークが点滅すると、糊を投入するか初期設定画
面で設定を“切”にしない限り、 糊付作業のたびに警報音が鳴ります。 製
品出荷時はポンプ連動は“切”にしております。
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Multi Function Display

【時計設定】

【糊タンク重量センサー＆ポンプ連動機能】

60秒

OFF ON

切 下限 残量

300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

時計設定数字キー有効

180秒

トータルBトータルA

トータルA　1350  cm

23:592018年12月31日

時計は出荷の段階で時間を合わせています。

Multi Function Display

60秒

OFF ON

切 下限 残量

300秒900秒
カレンダー表示時間

累計切替

端末検知

ポンプ連動

180秒

トータルBトータルA

トータルA　   1350  cm
トータルB　   2340  cm

初期設定画面右側の“時計”キーを押すと、日付・時刻
の設定を行えます。画面下部の矢印キーでカーソル
を合わせ、数値を入力していき、入力を終えたら決定
キーで初期設定画面に戻ります。

　重量センサー（P.16の第15図参照）で糊タンク内の糊の残量を検知し、糊の補給が推奨さ
れることをお知らせしたり、リニアミキサー（別売）のポンプ機能と連動して糊の供給を行ったり
できる機能です。

設定方法
　　１　初期設定画面を開き、上下のスクロールで“ポンプ連動”に項目を合わせます。
　　２　左右のスクロールで「下限」を選択し、決定ボタンを押します。

リニアミキサーとの連動
　リニアミキサーを糊オケに接続し“下限”センサーを設定すると、糊オケの重量が軽くなった
際に自動で糊を供給します。
※リニアミキサーは、必ず運転モード“ポンプ強”を設定してください。

原液タイプの糊を使用する場合は、コントローラの運転スピードを8m/
分以下に設定し糊付を行ってください。運転スピードが8m/分以上で糊
付を行った場合、重量センサーが動作する前に糊切れが発生する可能
性があります。

“下限”モードでは、Eマークが点滅すると、糊を投入するか初期設定画
面で設定を“切”にしない限り、 糊付作業のたびに警報音が鳴ります。 製
品出荷時はポンプ連動は“切”にしております。
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【エラー表示画面】

入力電圧異常

過負荷異常

センサー読込み異常

Multi Function Display

糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

Multi Function Display

糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

Multi Function Display

糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

電圧が７０Ｖ以下もしくは１３０Ｖ以上
の場合、適正な電圧では無い為、左記
エラー表示を点灯し、コントローラを
停止します。
適正な電圧で再度作業してください。

ギヤ・ローラー等に噛み込みや巻き込
み等があり、コントローラのモーター
に過負荷がかかった場合、左記エラ
ー表示を点灯し、コントローラを停
止します。
原因を取り除き再度作業してくださ
い。

糊付け運転中、上部フレームのパチ
ン錠が閉められていない場合、コン
トローラが本体に正しくセットされ
ていない場合、あるいはセンサー部
分に異常があった場合に左記エラー
表示が点灯します。
（本体側センサーケーブルに水や糊
が付着していないか等も確認してく
ださい）
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7
掃除・手入れの程度は機械の性能と寿命に大きく影響します。糊付作業終了後は、以下のよ
うにして掃除及び手入れを行ってください。

34

34

【エラー表示画面】

入力電圧異常

過負荷異常

センサー読込み異常

Multi Function Display

糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

Multi Function Display

糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

Multi Function Display

糊付モード 23:59

スピード 20m/分

枚10
cm235
cm0

補正値：ー2.0%
トータルA: 2653cm

電圧が７０Ｖ以下もしくは１３０Ｖ以上
の場合、適正な電圧では無い為、左記
エラー表示を点灯し、コントローラを
停止します。
適正な電圧で再度作業してください。

ギヤ・ローラー等に噛み込みや巻き込
み等があり、コントローラのモーター
に過負荷がかかった場合、左記エラ
ー表示を点灯し、コントローラを停
止します。
原因を取り除き再度作業してくださ
い。

糊付け運転中、上部フレームのパチ
ン錠が閉められていない場合、コン
トローラが本体に正しくセットされ
ていない場合、あるいはセンサー部
分に異常があった場合に左記エラー
表示が点灯します。
（本体側センサーケーブルに水や糊
が付着していないか等も確認してく
ださい）
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9

カッターボックスから完全に外してください。

カッターボックスをスリッターの内側まで
移動させ、ナベビス2箇所を(+)ドライバー
で緩めて外します。（第35図参照）

スリッターの刃物は、３分間程度空回ししますと切れ味
がよくなる場合があります。なお、空回しを行う際は研
磨材に差油してから行い、終了時に拭き取るようにして
ください。
差油せずに行うと、異音が発生する場合があります。

カッターボックスをスリッターの外側まで
移動させ、第36図のように(+)ドライバー
を軸受板に通して、ナベビス1箇所を外し
てください。
これで、カッターボックスをユニットから
切り離すことができます。

37

38

第35図

第36図

第37図

第38図 ドライバー挿入口
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9

カッターボックスから完全に外してください。

カッターボックスをスリッターの内側まで
移動させ、ナベビス2箇所を(+)ドライバー
で緩めて外します。（第35図参照）

スリッターの刃物は、３分間程度空回ししますと切れ味
がよくなる場合があります。なお、空回しを行う際は研
磨材に差油してから行い、終了時に拭き取るようにして
ください。
差油せずに行うと、異音が発生する場合があります。

カッターボックスをスリッターの外側まで
移動させ、第36図のように(+)ドライバー
を軸受板に通して、ナベビス1箇所を外し
てください。
これで、カッターボックスをユニットから
切り離すことができます。

37

38

第35図

第36図

第37図

第38図 ドライバー挿入口
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（P32参照）

枚数を1枚以上に
設定している

壁紙終了の表示は出
ていない（P.29参照）

入力電圧異常の表示
は出ていない
（P.32参照）

過負荷異常の表示

コントローラーを
初期化（P.22参
照）しても症状が
変わらない場合、

コントローラーを
初期化（P.22参
照）しても症状が
変わらない場合、

コントローラーを
初期化（P.22参
照）しても症状が
変わらない場合、

は
出ていない
（P.32参照）

STOPスイッチは下
がったままになってい
ない

本体のセンサーケー
ブル（基盤部）に糊や
水は付いていない

故障かな？と思ったら
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（P32参照）

枚数を1枚以上に
設定している

壁紙終了の表示は出
ていない（P.29参照）

入力電圧異常の表示
は出ていない
（P.32参照）

過負荷異常の表示

コントローラーを
初期化（P.22参
照）しても症状が
変わらない場合、

コントローラーを
初期化（P.22参
照）しても症状が
変わらない場合、

コントローラーを
初期化（P.22参
照）しても症状が
変わらない場合、

は
出ていない
（P.32参照）

STOPスイッチは下
がったままになってい
ない

本体のセンサーケー
ブル（基盤部）に糊や
水は付いていない

故障かな？と思ったら

テープ芯棒の蝶
ナットをゆるめ平
行な位置でしめ直
すか、あるいは矯
正し平行にする

クロスや原反は機械の中央に
真っ直ぐにセットされ、偏ったり
斜めになったりしていない

クロスをまっすぐに
セットし直す、クロ
スの原反を機械の
中央にセットし直す

左右のクロス受けブラ
ケットはずれていない

オクリダシローラー、
検尺ローラーは変形、
摩耗していない

（P36参照）

ツマミ ツマミ
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405－806　クロス受け板

02

316－524　PEカバーシート（3枚入）

カットテープ取り付けキット“ラクッショ”

※棚付機械の本体を覆うPEカバーシート
　です。

404－991
コントローラ収納バッグ
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405－806　クロス受け板

02

316－524　PEカバーシート（3枚入）

カットテープ取り付けキット“ラクッショ”

※棚付機械の本体を覆うPEカバーシート
　です。

404－991
コントローラ収納バッグ
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① スライドベース

② テープ側板

③ テープ芯（40 mm）

④ テープ芯（25 mm）

⑤ 幅可変型テープガイド

1個

2枚

2個

2個

1個

セット内容

“ラクッショ”取扱説明
コンパクトタイプ糊付機専用カットテープ取り付けキット

① ②

③ ④ ⑤

1　糊付機の糊タンクを取り出し、スライドベースをセッ
トします（第1図）。

　 ※ベースがステーと同じ高さになるまで、しっかりと
押し込んでください。

対応機種……コータックスシリーズ、 レクスターシリーズ、　　
　　　　　　　　フレスコ（アルミ脚製品のみ）
　　　　　　※アクアコーターシリーズには適用不可
テープ幅……25～50 mmまで適用可

ご使用方法

仕様

第１図

2　テープ芯が側板の溝の下側にセットされていること
を確認します。

　 ※カットテープの種類に応じ、テープ芯を付け替えて
ください（第2図）。

　 テープ芯を取り外すには、40 mm用の芯を25 mm
用の芯から引き抜いた後、25 mm用の芯を溝の上側
に持ち上げます。  

第２図

第３図

第４図

ツマミ

⬅
 ⬅

 

位置合わせ溝：テープの幅に応じて使用箇所を変更

3　側板のツマミを持ち、スライドベースに挿入します
（第3図）。
　 本体の裏側には、側板の位置合わせ用の溝があります
（第4図）。
　 カットテープを2枚の側板の間に挟み込み、テープ幅
に応じて側板の位置を調節します。
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テープ引き出し口

第５図（取り付け例）

4　壁紙の幅に合わせてキットの位置をスライドさせま
す。

　 スライドベースの隙間からテープを引き出し、糊付機
にセットします（第5図）。

　 ※幅可変型テープガイドをご利用される場合、適宜ガ
イドの幅を調節してください。

5　従来のテープ貼り工法と同様にして、糊付けを行っ
てください。

●注意事項

・糊付作業を行う前に、ベースが糊付機に適正にセット

されていること、テープが糊付機に対して縦向きになっ

ていること、テープ芯が側板の下の位置にあること、

およびテープ側板がテープの幅に合った溝にセットさ

れていることを確認してください。

　正しくセットされていない場合、糊付作業中のテープ

の巻きの落下や、テープの蛇行、だぶつき、ツッパリ

などの原因になります。

・カットテープの巻きの向きは、時計回り・反時計回り

のどちらでもご利用いただけます。テープをベースの

裏側に沿わせるようにしてセットしている場合で、糊

付中にテープのツッパリなどが生じる場合は、テープ

の巻きを反対向きにセットしなおすと、改善される可

能性があります。

・テープの芯が変形したり、潰れたりしているものは正

常にセットできない場合があるため、使用を避けてく

ださい。

本製品では、テープの巻きが十分に小さい場合、テープ
を糊付機から取り外さずに脚をたたみ、運搬することが
できます。
（巻きの大きさの目安：直径18 cm以下）
折りたたみの際は、テープが折りたたんだ脚に接触しな
い位置へキットをスライドさせてください。
・テープ径が約 14 cm以上の場合は、テープの巻きを
90度回転させて横向きにしてください（第6図）。
  この状態でも地面と接触する場合は、テープ芯の位置を
側板の溝の上側に移動させてください。

・テープ径が約14 cmより小さければ、縦向きのままで
折りたたむことが可能です。

運搬時の取り扱い

第6図

●注意事項
・テープの種類によっては、直径が18 cmを上回るため
に、糊付機に取り付けたまま脚を折りたたもうとする
と、どのようにセットしても地面と接触するものがあ
ります。
  未使用に近い下敷きテープや、ひと巻きが長いカット
テープなど、巻きが大きいテープをご利用の際は、折
りたたむときに巻きの大きさに注意し、地面との接触
が避けられない場合はテープをキットから取り外して
ください。

・テープの巻きを回転させる際は、なるべく側板を持っ
て動かすようにしてください。

・テープ芯の位置を側板の溝の上側に移動させる場合は、
ベースが糊付機から外れないように押さえながら、テー
プを上に押しあげてください。

・車に搬入する際にテープと車体が接触すると、スライ
ドベースが外れる恐れがあります。



（20.04）




